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はじめに 

 こんにちは。私は福井大学国際地域学部３年の柳浦千春です。今学期の約半年間、台湾

にある天主教輔仁大学へ留学することになりました。輔仁大学では管理学部に所属してい

ます。毎月、台湾での生活や授業について報告していこうと考えています。今回は、留学

が始まってからの一ヶ月を振り返りたいと思います。 

 

授業について 

 最初の１週間が授業の履修登録期間であり、初回の授業に出席し、担当の先生にハンコ

をもらって履修登録しました。受講しようと思っていた授業が開講されなかったり、取り

たい授業の時間が被っていたりと問題が多くあり、履修をどうするか悩みました。基本的

に所属した学部の授業しか取ることができないと思っていたのですが、留学生なら他の学

部や学科の授業であっても担当の先生と相談して受けることができるそうです。英語開講

科目を３つと、夜に開講される週６時間の中国語の授業を取っています。日本の 90分授

業とは違い、授業は 50分授業×２で途中に 10分休憩があります。授業で、現地学生は普

通に英語を上手に話しているため圧倒されました。また、ヨーロッパからの留学生が積極

的に質問したり、先生の問いかけに答えたりしているためその積極性が凄いなと感じまし

た。人材資源管理の授業では、授業内で学生が会社を作り、イベントで商品を販売するな

ど実践的で斬新な取り組みだと思いました。夜の中国語の授業はクラス分けテストを行

い、レベルに合った授業を受けることができます。テキストの内容に加えて、日常で使え

る表現も学習することができ充実しています。来月には中間考査、６月末には期末考査が

あるため頑張りたいと思います。 

 

生活面 

 学内にある寮の４人部屋で日本人学生３人と暮らして

います。同じ階には日本人の留学生が多く住んでいるた

め、よく情報を共有したり、交流したりします。他に

も、スペインや中国、香港など多くの国からの留学生が

います。すでに IDEA という留学生向けのイベントを企

画・運営している輔仁大学の学生団体のイベントにいく

つか参加し、現地学生や他の留学生とたくさん交流しました。Welcome Partyでは様々な

国出身の留学生とゲームや会話を通して交流できました。短い時間でしたが、現地学生だ

けでなく、同じ寮生の学生とも多く知り合えることができ参加して良かったと思いまし



た。Night market tourでは現地学生や他の日本人留学生と話しながら夜市のグルメを食

べ歩きしとても楽しかったです。IDEAのイベントは現地学生や他の留学生と英語で話し

て親しくなれる貴重な機会であることに加え、台湾の文化を学ぶことができる良さがある

ため、積極的に参加していきたいです。寮は校門から５－１０分歩いたところにありま

す。部屋には机が４つ並び、向かい側に二段ベッドが２つあり、１人１つ棚があります。

キッチンは無く、シャワー、トイレ、洗面台は同じフロアの寮生と共用しています。洗濯

機と乾燥機は各フロアに約１台ずつあり、コインを入れて利用することができます。食事

は外で食べるか、コンビニや学食で買ってお持ち帰りして寮で食べています。寮のすぐ隣

にコンビニや食堂がありとても便利です。なんと学内にはコンビニが約４つ、フードコー

トが５つあります。一番お気に入りの学食は食品科の 30元のソフトクリームです。暑い

日に外で食べるととてもおいしいです。さらに大学周辺には食堂やコンビニ、スーパー、

生活用品店など何でもあるため、必要な物は全て大学近くで揃えることができ、生活しや

すい環境です。また、大学すぐ近くにバス停やMRTの駅があり、交通の便もとても良い

です。台北まではMRTに乗って 20分で行けます。しかも、日本に比べてバスや電車の運

賃がとても安いため驚きました。 

学校生活の面では、留学生１人か２人に１人現地学生のバディがつき、手続きや履修登

録、授業について教えてくれたり相談に乗ってくれたりしたため助かりました。もし学校

生活で分からないことがあったらいつでも聞けるため頼れる存在です。 

 

休日の過ごし方 

 MRTに乗ってよく台北や台北近郊へ出かけます。

淡水、北投、九份など様々な場所へ行きました。台湾

に来た最初の週の日曜日には Tour Me Awayという台

北フリーウォーキングツアーに参加しました。このツ

アーは何種類か種類があり、旅行者向けに毎週開催さ

れているツアーで現地のスタッフが英語で見所を紹介

してくれます。有名な観光スポットや現地の人しか知

らないようなマニアックな場所にも行けることに加え、他の旅行者と英語で交流すること

ができます。バディが Tour Me Awayでガイドとして働いているようで、このツアーを紹

介してくれました。私は Taipei Chill Outというツアーに参加しました。２－３時間の

間、スタッフのガイド２人と歩いてスポットを回りました。ガイドさんは時々立ち止まっ

て英語で各スポットの案内をしてくれます。大安公園の蚊よけ袋が入った箱や、古い商店

街、台湾の塾事情などその場所へ行っただけでは分からないことがたくさん聞けたり、新

たな発見があったりと楽しかったです。 

 ３月の報告は以上になります。来月は４月上旬の春休みや、台湾での発見について報告

できればと考えています。 


